
 

支払基金統一事例 

【 投薬 】 

 

４１２ アプレピタントカプセルの算定（投与期間）について 

 

《令和６年１２月２７日》 

 

○ 取扱い 

 

成人に対するアプレピタントカプセル（イメンドカプセル 80 ㎎、125 ㎎）

１処方あたりの投与期間は、原則として５日間まで認められる。 

 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

イメンドカプセルは、添付文書の用法及び用量に関連する注意に「本剤の投

与期間は３日間を目安とすること。また、成人では５日間を超えて、12 歳以

上の小児では３日間を超えて本剤を投与した際の有効性及び安全性は確立し

ていない。」と記載されている。一方、血中濃度について、「1 日目に 125mg、

2～ 5 日目に 80mg 経口投与した時、血漿中濃度のトラフ値は 1,020～

1,410ng/mL で、投与期間を通じて変動は小さく血漿中濃度は安定していた。」

と記載されており、５日間の投与は有効性及び安全性からみて妥当と考える。 

以上のことから、成人に対するアプレピタントカプセル（イメンドカプセル

80 ㎎、125 ㎎）１処方あたりの投与期間は、原則として５日間まで認められる

と判断した。 
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